
パネルディスカッション 

 

テーマ：教育環境充実のための監査について～教学面の監査の在り方について～ 

 

１．登壇者 

【東京会場】 

西 井 泰 彦（日本私立大学協会私学高等教育研究所主幹） 

秋 山   進（学校法人芝浦工業大学常勤監事） 

大 久 保 武（学校法人根津育英会武蔵学園常勤監事） 

＜司会＞泉   茂 樹（文部科学省高等教育局私学部参事官補佐） 

 

【京都会場】 

酒 井 強 次（学校法人愛知大学理事（元常勤監事））  

位ノ花 俊 明（学校法人京都精華大学非常勤監事） 

木 下 洋 一（学校法人桃山学院常勤監事） 

＜司会＞金 光 謙一郎（文部科学省高等教育局私学部参事官） 

 

２．質疑応答内容 

 勤務体制 

 監事間の分担、連携状況 

 内部監査組織の有無、内部監査組織、会計監査人との連携状況 

 

 業務監査（特に教学面）の具体的な監査項目 

 具体的な監査方法、何から始めたのか、何から始めるべきか 

 監査に必要な情報の収集方法 

 教学面の監査を実施するにあたり苦労している点、工夫している点 

 具体的なトラブルや教学面の課題への対応事例 

 

 理事長、理事として監事に意識してほしい観点 

 役員や教職員と監事との関係、どのような関係が適切か 

 役員や教職員と監事が適切な関係を築くために必要なこと 

 

 学校法人全体の経営や運営に教学監査がどのように生かされているか 

 監事監査が機能するために必要なことは何か 

等 


